
90分間に下記の2科目を連続解答してください。解答の時間配分は自由です。
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1 問題用紙の取り扱い
⑴ 試験開始の指示があるまで、この問題用紙の中を見てはいけません。
⑵ 問題用紙は18ページです。試験開始後、ページを確認してください。
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国語素養 Ｐ．8～Ｐ．18 冊子の後ろ側から始まりますので注意してください。
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�

⑶ 試験終了後、問題用紙は持ち帰ってください。

2 解答用紙の取り扱い
解答用紙は、汚したり、折り曲げたりしないでください。解答用紙の記入は、つぎの
とおりおこなってください。

⑴ 氏名欄には、氏名を記入し、カタカナでふりがなをつけてください。
⑵ 受験番号欄には、受験番号をアルファベットまたは算用数字で記入し、さらにその
下のマーク欄にマークしてください。受験番号のマークミスは無効答案となること
がありますので注意してください。

⑶ 試験日欄は、12月22日のマーク欄にマークしてください。
⑷ 基礎素養検査欄は、国語素養と英語素養を2枚のマークシートに1枚ずつ、マーク
欄にマークしてください。

マーク記入上の注意
① 筆記用具は、かならずＨＢの黒鉛筆を使用してください。

記入例 
良
い
例 

悪
い
例 

② 訂正する場合は、消しゴムできれいに消し、消しクズを残さないよう表裏とも
よく払いおとしてください。

③ 所定欄以外には、何も記入しないでください。

3 その他
⑴ 質問その他、必要があるときには、手を挙げて監督者に知らせてください。
⑵ 不正行為があれば直ちに退場を命じます。この場合にはすべての解答が無効となり
ます。

⑶ 試験時間内での退場はできません。
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Ⅰ 次の英文を読んで、下の問いに答えなさい。

When her husband gave her a weighted blanket to help her sleep, Rhonda James ①was

very skeptical at first. But five minutes after covering herself with it, she was asleep. “It felt

like a really big hug,” said Ms. James, a banker from Charleston, South Carolina. Weighted

blankets like hers are filled with small glass beads, cotton, or other materials, making them

heavier than regular blankets.

As temperatures drop, weighted blankets become a popular way to keep warm. Some people

say the extra pressure helps ease worries and makes them fall asleep faster. However, research

on their effectiveness is limited.

Scientists ② are in the dark about how weighted blankets comfort people but have some

ideas. The heavy, *even pressure may calm the brain’s *fight-or-flight response, said Dr. Neal

Walia, a sleep medicine expert at UCLA Health. He explained that the evenly distributed weight

signals to your body that you are in a calm environment. The pressure may also cause the brain

to release oxytocin, the “love hormone” produced during hugging. Oxytocin can lower anxiety, Dr.

Walia said.

For most healthy adults, experts suggest choosing a blanket about 10 percent of their body

weight.（ ③ ）, weighted blankets are not for everyone. Some find them too hot, especially in

warmer weather. People with breathing problems should consult a doctor before using one.

Experts advise against using weighted blankets with children under three years old, as the

weight can（ ④ ）movement and breathing.

（ ⑤ ）can also be a barrier. High quality weighted blankets range from $50 to over $300,

depending on size, weight, and material.

People use weighted blankets for more than just sleep. Rhonda James uses hers to relax

while watching TV or drinking wine. Lucy Taylor, a writer from Wales, uses her blanket during

cold months to fall asleep. She says when her body is relaxed, her mind relaxes too.

Scientific research on weighted blankets is scarce. Studies often involve small groups of

people with conditions including sleep problems, long-term pain, and *developmental disorders.

One study on 120 people with *insomnia found weighted blankets helped them sleep better than

light blankets. Another study on 67 children with *autism showed no sleep improvement but a
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preference for weighted blankets. A third study on 94 adults with *chronic pain found heavier

blankets reduced pain more effectively than lighter ones but did not affect sleep.

Though evidence is limited, weighted blankets usually do（ ⑥ ）harm. Dr. Daniel Barone,

a sleep expert in New York City, recommends them to patients after traditional treatments fail.

“If it doesn’t hurt and it may help, ⑦ it’s worth a shot,” he said.

（注）even：均一の

fight-or-flight response：闘争・逃走反応（危険やストレスに対処するための生理的な反応）

developmental disorders：発達障害 insomnia：不眠症 autism：自閉症

chronic pain：慢性痛

問1 本文の下線部①とほぼ同じ意味を表すものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

1
1 didn’t thank him 2 didn’t think it would make a difference

3 was at a loss for words 4 was deeply disappointed

問2 本文の下線部②とほぼ同じ意味を表すものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

2
1 are unsure about 2 have written about

3 have been told about 4 are learning about

問3 本文の空所（③）に入る最も適当なものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

3
1 Fortunately 2 Instead 3 However 4 Additionally

問4 本文の空所（④）に入る最も適当なものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

4
1 produce 2 allow 3 monitor 4 limit

問5 本文の空所（⑤）に入る最も適当なものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

5
1 Cost 2 Filling type 3 Volume 4 Temperature control
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問6 本文の空所（⑥）に入る最も適当なものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

6
1 serious 2 no 3 emotional 4 physical

問7 本文の下線部⑦とほぼ同じ意味を表すものを1～4から1つ選び、その番号をマークしなさい。

7
1 it’s a complete waste of time 2 it’s becoming increasingly popular

3 it’s something you might as well try 4 it’s something you should avoid

問8 次の英文（1）～（7）について、本文の内容と一致するものには1、一致しないものには2の番号

をそれぞれマークしなさい。 8 ～14
（1） The popularity of weighted blankets is influenced by seasonal changes. 8

（2） Dr. Walia says evenly distributed weight can have a calming effect on the brain. 9

（3） People with breathing problems should seek medical advice only if they feel

uncomfortable after using a weighted blanket.10

（4） Experts advise against children using weighted blankets until they turn three years old.

11

（5） Both Rhonda James and Lucy Taylor find that their weighted blankets have relaxing

effects.12

（6） One study found children with autism could not sleep at all with weighted blankets.13

（7） Another study found heavier blankets reduced pain while improving sleep.14
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Ⅱ 次の会話文の空所15～20に入る最も適当なものを1～8からそれぞれ1つ選び、その番号をマー

クしなさい。ただし同じものを2回以上用いてはならない。また、使用しないものが2つある。

Ａ：Do you have any plans for summer vacation?

Ｂ：Yeah, I’m planning to get a part-time job.（15）

Ａ：Well, it’s about time. Your old one is pretty slow isn’t it? Do you know where you want to

work?

Ｂ：（16）I’d prefer something that’s not too busy.

Ａ：I worked at a golf club last summer.（17）

Ｂ：Were the hours okay?

Ａ：Yeah, they gave me a flexible schedule, so I still had plenty of free time.

Ｂ：（18）I definitely don’t want to work every single day.

Ａ：Be sure to ask about the hours when you apply. Also, try to find a place close to home.

（19）

Ｂ：Good point.（20）

Ａ：If you need help with it, just let me know.

Ｂ：Thanks! I really appreciate it.

1 That way, you can save time and money.

2 I’m frightened of losing my job.

3 That’s exactly what I’m looking for.

4 It was tough at first, but I got used to it pretty quickly.

5 I’ll start writing a job application letter right away.

6 How much money do you earn?

7 I want to save up to buy a new smartphone.

8 Maybe at a cafe or a restaurant.
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Ⅲ 次の英文（1）～（10）について、空所に入る最も適当なものを1～4からそれぞれ1つ選び、その番号

をマークしなさい。21～30
（1） I hope（ ）the final exam.21
1 them pass 2 them to pass 3 them passing 4 they pass

（2） She was（ ）to show me the way to the bus stop.22
1 enough kind 2 enough kindly 3 kind enough 4 kindly enough

（3） I wish I（ ）the party last night.23
1 attended 2 had attended 3 would attend 4 have attended

（4）（ ）is the current population of the world?24
1 How much 2 How many 3 How 4 What

（5） I（ ）go to school yesterday.25
1 had not to 2 haven’t have to 3 hadn’t have to 4 didn’t have to

（6） The Grand Canyon is（ ）one of the greatest natural wonders of the world.26
1 looked 2 considered 3 seemed 4 regarded

（7） You should exercise at（ ）30 minutes every day.27
1 first 2 last 3 least 4 random

（8） He promised to（ ）after the dog.28
1 look 2 see 3 take 4 care

（9） You should listen to my words（ ）care.29
1 at 2 of 3 for 4 with

（10） Plants have been（ ）use as medicines for centuries.30
1 in 2 by 3 on 4 with
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一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
一
〜
問
七
）
に
答
え
な
さ
い
。

改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。
感
染
が
拡
大
す
る
度
に
、
政
府
・
自
治
体
関
係
者
や
医
療
専
門
家
な
ど
が
そ
の
原
因
と
し
て
持
ち
出
し
た
「
気
の
緩
み
」。
こ
れ
は
一
体
何
を
意
味

し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
参
考
に
な
る
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
以
外
の
記
事
で
使
わ
れ
た
「
気
の
緩
み
」
で
あ
る
。①
中
で
も
私
が
注
目
す
る
の
が
、

高
校
球
児
の
コ
メ
ン
ト
だ
。

「
注朝

日
新
聞
だ
し
！
」
と
い
う
の
は
冗
談
で
、
当
該
調
査
期
間
に
お
い
て
、②
コ
ロ
ナ
以
外
で
「
気
の
緩
み
」
が
持
ち
出
さ
れ
た
34
件
の
記
事
の
う
ち
、
約
7
割
が
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
そ
れ
。
そ
の
う
ち
の
8
割
弱
が
高
校
野
球
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

2
0
0
0
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
高
校
球
児
た
ち
は
、
ど
ん
な
時
に
「
気
の
緩
み
」
を
使
う
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
わ
か
る
の
は
、「
勝
っ
た
と
思
っ
て
気
が
緩
ん
だ
」
と
い
う
よ

う
に
逆
転
さ
れ
た
り
、
失
点
し
た
り
し
た
理
由
を
「
気
の
緩
み
」
に
求
め
て
い
く
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
他
方
、「
気
が
緩
ん
で
い
る
ぞ
」
と
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
主
将
と
し
て
声
を

か
け
た
と
い
う
記
事
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
気
は
個
人
の
う
ち
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
る
集
団
に
共
有
さ
れ
る
何
も
の
か
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
気
の
緩
み

に
よ
る
失
点
を
防
ぐ
た
め
「
私
生
活
の
点
か
ら
見
直
し
た
い
」
と
述
べ
た
選
手
も
い
た
。
試
合
外
の
生
活
と
試
合
中
が
気
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
ら
高
校
球
児
の
コ
メ
ン
ト
は
、
日
本
語
話
者
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
違
和
感
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち
も
、
好
ま
し
く
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
原
因
に

気
の
緩
み
を
使
い
が
ち
だ
し
、「
気
が
合
う
」
と
か
、「
気
が
す
る
」
と
か
い
う
よ
う
に
、
気
を
自
分
の
内
に
あ
り
な
が
ら
そ
の
外
に
染
み
出
す
何
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
と

し
て
捉
え
て
い
る
か
ら
だ
。

他
方
注
目
し
た
い
の
は
、「
気
の
緩
み
」
を
敗
北
の
原
因
に
求
め
る
記
事
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
ゼ
ロ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
の

ａ

に
過
ぎ
な
い
が
、

プ
ロ
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
上
が
る
と
、
負
け
の

ｂ

が
「
気
の
緩
み
」
と
い
っ
た
抽
象
度
の
高
い
も
の
で
は
な
く
、
采
配
の
振
り
方
や
、
体
の
使
い
方
、
戦
略
の
立
て
方
と

い
っ
た
よ
り
具
体
的
な
と
こ
ろ
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
「
気
の
緩
み
」
と
い
う
の
は
、
問
題
の
原
因
を
具
体
的
な
次
元
で
は
な
く
、
抽
象
度
の
高
い
レ
ベ

ル
に
保
っ
た
ま
ま
、
そ
の
原
因
を
人
間
に

ｃ

さ
せ
た
い
と
き
に
現
れ
や
す
い
一
節
だ
と
い
え
る
。

も
う
少
し
分
析
を
続
け
よ
う
。「
気
の
緩
み
」
が
持
ち
出
さ
れ
る
現
象
に
は
、
さ
ら
な
る

ｄ

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
ほ
か
の
記
事
か
ら
見
え
て
く
る
。

「
気
の
緩
み
」
は
、
高
校
野
球
に
始
ま
り
、
受
験
、
就
職
活
動
、
選
挙
、
さ
ら
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
な
ど
、
一
発
勝
負
の
要
素
を
持
ち
、
か
つ
結
果
が
ど
ち
ら
に
転
ぶ

か
で
そ
の
後
の
人
生
や
評
価
が
決
定
さ
れ
か
ね
な
い
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

国

語

素
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例
え
ば
プ
ロ
野
球
選
手
に
と
っ
て
の
1
試
合
と
、
高
校
球
児
に
と
っ
て
の
甲
子
園
の
1
試
合
の
重
さ
は
、
今
し
か
な
い
、
負
け
た
ら
終
わ
り
と
い
う
点
で
、
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
は
、
一
度
失
敗
し
て
し
ま
う
と
、
次
が
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。﹇

Ⅰ

﹈

そ
の
意
味
で
「
気
の
緩
み
」
が
使
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
組
織
や
個
人
に
と
っ
て
の
一
大
事
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
人
々
は
、
ほ
か
の
こ
と
に
は
目
も
く

れ
ず
、
万
難
を
排
し
て
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
注
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
し
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
る
。﹇

Ⅱ

﹈

「
気
の
緩
み
」
は
こ
の
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
、
期
待
し
た
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
際
の
原
因
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
や
す
い
。
こ
れ
が
コ
ロ
ナ
以
外
の
記
事
の
分
析
か
ら
得

ら
れ
る
結
果
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
「
気
の
緩
み
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

こ
れ
ら
分
析
を
も
と
に
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
頻
回
に
使
わ
れ
た
「
気
の
緩
み
」
が
い
か
に
問
題
含
み
の
も
の
で
あ
っ
た
か
が
見
え
て
く
る
。

ま
ず
「
気
の
緩
み
」
を
持
ち
出
す
人
々
の
6
割
以
上
が
政
府
・
自
治
体
関
係
者
、
医
師
の
よ
う
な
指
導
的
立
場
に
あ
る
専
門
家
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

言
っ
て
み
れ
ば
高
校
野
球
の
監
督
が
、
選
手
の
気
の
緩
み
の
せ
い
で
試
合
に
負
け
た
と
か
、
失
点
を
し
た
と
か
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
当
該
調
査
期
間
の
う
ち
で
野
球
部

の
監
督
が
敗
北
の
原
因
を
気
の
緩
み
に
求
め
て
い
る
記
事
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、③
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々
が
こ
れ
を
連
発
し
た
。

も
う
一
つ
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
の
よ
う
な
一
発
勝
負
の
要
素
を
は
ら
む
も
の
、
言
い
換
え
る
と
、
今
こ
の
時
だ
け
全
精

力
を
注
入
し
、

Ｘ

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
だ
。

明
ら
か
に
そ
う
で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
ウ
イ
ル
ス
は
な
く
な
ら
な
い
し
、
感
染
の
山
は
毎
年
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
3
年
間
に
わ
た
り
「
気
の
緩

み
」
が
原
因
で
感
染
が
拡
大
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
言
い
続
け
、
行
動
制
限
が
解
か
れ
る
度
に
「
気
の
緩
み
」
の
せ
い
で
感
染
拡
大
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
出

さ
れ
続
け
た
。

む
し
ろ
政
府
・
自
治
体
関
係
者
な
ど
の
管
理
者
が
や
る
べ
き
は
、
気
が
緩
ん
で
い
て
も
問
題
が
な
い
よ
う
な
社
会
体
制
、
医
療
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

「
気
の
緩
み
」
が
原
因
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
続
け
、
そ
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て
拡
散
さ
れ
続
け
る
限
り
、
管
理
者
側
の
戦
略
不
足
は
見
え
づ
ら
く
な
り
、
引
き
続
き
「
気
の
緩

ん
だ
国
民
」
と
い
う
ぼ
ん
や
り
し
た
大
き
な
主
語
に
問
題
の
原
因
は
求
め
ら
れ
て
し
ま
う
。﹇

Ⅲ

﹈

最
大
の
問
題
は
、
感
染
拡
大
の
波
と
い
う
出
来
事
へ
の
人
的
介
入
が
ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か
と
い
う
点
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
、
受
験
、
就
活
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
る
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
。﹇

Ⅳ

﹈

「
気
の
緩
み
」
が
連
発
さ
れ
て
い
た
2
0
2
0
年
と
2
0
2
1
年
、
国
民
は
炎
天
下
の
暑
さ
で
も
、
屋
外
で
も
マ
ス
ク
を
つ
け
、
対
面
で
の
交
流
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
中
止
、
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。
し
か
し
感
染
は
拡
大
し
た
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
期
中
の
8
月
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
人
流
抑
制
効
果
は
極
め
て

乏
し
か
っ
た
も
の
の
、
感
染
者
は
突
如
と
し
て
激
減
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
ど
こ
ま
で
人
の
手
で
防
げ
る
の
か
。
緊
急
事
態
宣
言
と
い
っ
た
、
自
治
体
全
域
に
わ
た
っ
て

大
き
な
網
を
か
け
た
介
入
の
効
果
で
す
ら
、
そ
こ
で
払
わ
れ
た
犠
牲
に
見
合
う
感
染
予
防
効
果
を
上
げ
た
の
か
ど
う
か
が
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
現
実
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
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の
感
染
症
の
拡
大
に
は
、
人
の
手
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
側
面
が
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
。

し
か
し
感
染
拡
大
と
気
の
緩
み
を
因
果
関
係
で
結
び
付
け
て
い
た
人
々
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
を
必
要
以
上
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
た
、
あ
る
い
は

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
が
、
生
活
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
差
し
置
い
て
感
染
予
防
を
生
活
の

第
一
に
置
く
こ
と
、
そ
う
や
っ
て
一
致
団
結
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

や
か
ら

だ
か
ら
こ
そ
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
外
出
を
し
た
り
し
て
い
る
人
は
、
一
致
団
結
を
乱
す
輩
と
し
て
、「
気
が
緩
ん
で
い
る
」
と
警
告
の
対
象
と
な
っ
た
。
制
限
が

解
か
れ
感
染
が
拡
大
す
る
度
に
「
気
の
緩
み
」
が
原
因
と
さ
れ
た
。「
勝
っ
た
と
思
っ
て
気
が
緩
ん
だ
か
ら
失
点
し
た
」

感
染
拡
大
も
そ
れ
と
同
じ
と
い
う
訳
だ
。

私
が
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
れ
ば
、
感
染
拡
大
の
原
因
に
「
気
の
緩
み
」
を
持
ち
出
し
た
管
理
者
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
と
即
座
に
否
定
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
3
年
間
に
わ
た
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
気
の
緩
み
」
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
結
論
が
必
然
的
に
導
か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

（
磯
野
真
穂
『
コ
ロ
ナ
禍
と
出
会
い
直
す
』
よ
り
）

注
「
朝
日
新
聞
だ
し
！
」
…
…
筆
者
は
本
文
の
前
の
部
分
で
「
朝
日
新
聞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
、
2
0
2
0
年
1
月
1
日
か
ら
2
0
2
3
年
8
月
15
日
ま
で
の
期
間
で
、

『
気
の
緩
み
』
が
現
れ
る
記
事
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
日
新
聞
社
は
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
を
日
本
高
等
学

校
野
球
連
盟
と
と
も
に
主
催
し
て
い
る
。

問
一

ａ

〜

ｄ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
6
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
同
じ
も
の
を
二
回

以
上
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
解
答
番
号
は
ａ
は

1
、
ｂ
は

2
、
ｃ
は

3
、
ｄ
は

4
。

1

警
戒

2

帰
属

3

限
定

4

推
測

5

転
化

6

分
析

問
二

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5
。

1

失
敗
し
て
も
何
度
で
も
挑
戦
で
き
る

2

う
ま
く
い
か
な
く
て
も
諦
め
が
つ
く

3

成
功
し
た
ら
次
の
チ
ャ
ン
ス
が
も
ら
え
る

4

乗
り
越
え
た
ら
終
わ
り
が
来
る
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問
三

次
の
一
文
は
、
本
文
中
の
段
落
末
尾
に
あ
る
﹇

Ⅰ

﹈
〜
﹇

Ⅳ

﹈
の
い
ず
れ
か
に
入
る
。
最
も
適
当
な
箇
所
を
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6
。

し
か
し
感
染
症
は
ど
う
な
の
か
？

1
﹇

Ⅰ

﹈

2
﹇

Ⅱ

﹈

3
﹇

Ⅲ

﹈

4
﹇

Ⅳ

﹈

問
四

傍
線
部
①
「
中
で
も
私
が
注
目
す
る
の
が
、
高
校
球
児
の
コ
メ
ン
ト
だ
」
と
あ
る
が
、「
気
の
緩
み
」
に
つ
い
て
の
「
高
校
球
児
の
コ
メ
ン
ト
」
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の

と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7
。

1

試
合
中
の
「
気
の
緩
み
」
は
、
私
生
活
の
あ
り
方
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

2

失
敗
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
き
に
、「
気
の
緩
み
」
を
原
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

3
「
気
」
は
試
合
に
勝
つ
と
き
で
は
な
く
、
負
け
る
と
き
に
関
係
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

4
「
気
」
は
個
人
の
中
に
で
は
な
く
、
集
団
の
中
に
存
在
す
る
と
見
な
し
て
い
る
。

問
五

傍
線
部
②
「
コ
ロ
ナ
以
外
で
『
気
の
緩
み
』
が
持
ち
出
さ
れ
た
34
件
の
記
事
」
と
あ
る
が
、「
コ
ロ
ナ
以
外
で
『
気
の
緩
み
』
が
持
ち
出
さ
れ
」
る
の
は
ど
の
よ
う
な
と

き
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

8
。

1

失
敗
し
た
ら
後
が
な
い
、
個
人
よ
り
も
集
団
に
と
っ
て
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
精
力
を
十
分
に
注
入
で
き
ず
に
失
敗
し
た
と
き
。

2

失
敗
し
た
ら
後
が
な
い
う
え
に
、
結
果
に
つ
い
て
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
き
か
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
好
ま
し
く
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
。

3

一
発
勝
負
の
要
素
を
持
ち
、
全
精
力
を
注
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
期
待
し
た
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
。

4

一
発
勝
負
の
要
素
を
持
ち
、
結
果
が
そ
の
後
の
人
生
を
決
定
し
か
ね
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
失
敗
の
具
体
的
な
原
因
が
求
め
ら
れ
る
と
き
。
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問
六

傍
線
部
③
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々
が
こ
れ
を
連
発
し
た
」
と
あ
る
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々
」
が
「『
気
の
緩

み
』」
を
「
連
発
し
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9
。

1

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
人
為
に
よ
っ
て
は
抑
制
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
何
も
し
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
、
国
民
に
感
染
予
防
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
、

感
染
拡
大
が
収
ま
ら
な
い
原
因
を
国
民
の
「
気
の
緩
み
」
だ
と
し
た
い
か
ら
。

2

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
人
為
に
よ
っ
て
抑
制
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ
る
も
の
の
感
染
拡
大
は
収
ま
ら
な
い
の
で
、
そ
の
原
因
を
国

民
の
「
気
の
緩
み
」
だ
と
し
て
、
責
任
を
国
民
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。

3

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
人
為
に
よ
っ
て
抑
制
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
有
効
な
対
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
自
分
た
ち
の
無
策
ぶ
り
を
隠
蔽

す
る
た
め
に
、
国
民
の
「
気
の
緩
み
」
を
感
染
拡
大
の
原
因
だ
と
捉
え
て
い
る
か
ら
。

4

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
人
為
で
は
抑
制
で
き
な
い
側
面
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
が
一
致
団
結
し
て
感
染
防
止
に
努
め
れ
ば
そ
れ
を
抑
制
で
き
る
と
考
え
、

感
染
が
拡
大
す
る
度
に
そ
の
原
因
が
国
民
の
「
気
の
緩
み
」
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
か
ら
。

問
七

次
の
Ａ
〜
Ｄ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
に
は
1
を
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
は
2
を
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10
〜

13
。

Ａ

高
校
野
球
の
監
督
が
敗
北
の
原
因
を
選
手
た
ち
の
「
気
の
緩
み
」
に
求
め
て
い
る
記
事
が
ゼ
ロ
で
あ
る
の
は
、
試
合
の
結
果
が
人
為
に
よ
っ
て
は
制
御
で
き
な
い
こ

と
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

10

Ｂ

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
高
校
野
球
と
は
違
っ
て
「
気
の
緩
み
」
を
敗
北
の
原
因
と
す
る
記
事
が
な
い
の
は
、
選
手
た
ち
が
精
神
性
に
お
い
て
で
は
な
く
、
技
術
の
高
さ

に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

11

Ｃ

コ
ロ
ナ
禍
で
専
門
家
た
ち
が
「
気
の
緩
み
」
を
頻
繁
に
持
ち
出
し
た
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
コ
ロ
ナ
以
外
で
「
気
の
緩
み
」
が
持
ち
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
比

較
し
て
み
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

12

Ｄ

感
染
拡
大
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
緊
急
事
態
宣
言
を
い
く
ら
出
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
、
一
致
団
結
を
乱
し
て
自
分
勝
手
に
行
動
す
る
人
た
ち
が

一
定
程
度
い
る
か
ら
で
あ
る
。

13
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二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
一
〜
問
七
）
に
答
え
な
さ
い
。

二
〇
二
四
年
一
〇
月
に
行
な
っ
た
二
回
目
の
「
無
駄
の
研
究
」
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
た
の
は
、
私
が
以
前
か
ら
注
目
し
て
い
た
岡
田
美
智
男
氏
で
あ
る
。「
弱
い
ロ

ボ
ッ
ト
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
ご
存
じ
の
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
私
が
岡
田
氏
の
研
究
に
注
目
し
て
い
た
の
か
、
知
能
を
考
え
る
上
で
「
弱
さ
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
を
、

Ａ
Ｉ
の
美
学
と
い
う
観
点
か
ら
以
下
で
説
明
し
て
み
た
い
。
あ
く
ま
で
私
が
岡
田
氏
の
著
書
や
お
話
か
ら
得
た
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

多
く
の
場
合
、
人
間
が
神
の
似
姿
で
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
の
似
姿
と
し
て
想
像
さ
れ
て
き
た
。
ロ
ボ
ッ
卜
と
は
ま
る
で
人
間
の
よ
う
な
存
在
、
人
間
の
能
力
の
す

べ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
を
持
つ
存
在
な
の
で
あ
る
。
人
間
の
こ
う
し
た
願
望
が
仮
託
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
目
標
は
、
能
力
に
お
い
て
い
か
に
人
間
に
近
づ
く
か
、
そ
し
て
人

間
を
超
え
る
か
、
人
間
の
助
け
を
借
り
ず
自
律
的
に
行
動
し
て
問
題
を
解
決
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
の
生
物
学
的
身
体
に
伴
う
制
約
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

ａ

運
動
能
力
で
あ
れ
知
能
で
あ
れ
、
能
力
の
程
度
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
人
間
を
凌
駕
す
る
た
め
に
、
人
間
に
と
っ
て
脅
威
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
空
想
に
お
い
て
も
現
実
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
「①
強
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
私
た
ち
が
ロ
ボ
ッ
ト
と
聞
い
て
ふ
つ
う
想
像
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
強
い
ロ

ボ
ッ
卜
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
て
も
役
立
ち
そ
う
に
思
え
る
か
ら
、
そ
の
開
発
に
も
研
究
費
が
向
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
方
「②
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
た
発
想
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
人
工
物
で
あ
る
。
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
自
分
だ
け
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き
な
い
。
人
間

で
言
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
は
周
囲
の
世
界
を
何
も
変
化
さ
せ
な
い
か
と
い
う
と
、
け
っ
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

彼
ら
は
大
人
の
注
意
を
惹
き
つ
け
、
自
分
た
ち
が
何
を
し
た
い
か
を
伝
え
、
大
人
の
力
を
借
り
て
問
題
を
解
決
す
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
が
働
き
か
け
る
の

は
対
象
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
自
分
と
対
象
と
を
含
む
周
囲
の
環
境
で
あ
る
。
そ
の
環
境
の
中
に
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
を
な
し
う
る
誰
か
が
い
れ
ば
、
そ
れ
を
動
か
そ
う
と
す

る
。
自
分
は
計
算
で
き
な
い
注馬

の
ハ
ン
ス
が
、
計
算
の
で
き
る
人
間
の
表
情
や
身
振
り
に
注
意
し
、
人
間
の
計
算
能
力
を
利
用
し
て
問
題
を
解
い
た
よ
う
に
、
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
も

人
間
の
力
を
借
り
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
、「
ゴ
ミ
を
拾
う
」
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
「
ゴ
ミ
箱
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ゴ
ミ
箱
の
形
を
し
て

い
て
モ
ー
タ
で
自
走
し
、
ゴ
ミ
を
見
つ
け
る
と
そ
の
近
く
ま
で
移
動
し
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
ア
ー
ム
が
出
て
上
手
に
ゴ
ミ
を
拾
い
上
げ
自
分
の
中
に
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

ふ
つ
う
の
（
強
い
）
ロ
ボ
ッ
卜
で
あ
る
。

Ｘ

と
誰
し
も
思
う
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
ゴ
ミ
箱
ロ
ボ
ッ
卜
は
自
分
で
は
ゴ
ミ
を
拾
え
な
い
。
近
く
に
い
る
人
間
に
目
配
せ
を

す
る
よ
う
な
動
作
を
し
て
、
ゴ
ミ
を
自
分
の
中
に
入
れ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
ゴ
ミ
が
入
る
と
お
辞
儀
を
す
る
よ
う
な
動
作
を
す
る
。
ふ
つ
う
の
ロ
ボ
ッ
卜
の
イ
メ
ー
ジ
に
慣
れ

て
い
る
人
は
、
何
な
ん
だ
そ
れ
は
？
と
い
ぶ
か
し
く
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
ゴ
ミ
を
拾
う
と
い
う
課
題
は
ち
ゃ
ん
と
解
決
さ
れ
て
い
る
で
は
な

い
か
。

そ
れ
に
加
え
て
こ
こ
で
は
、
自
力
で
ゴ
ミ
を
拾
う
ふ
つ
う
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
達
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
近
く
に
い
る
人
間
に
と
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
と

一
緒
に
ゴ
ミ
を
拾
う
と
い
う
体
験
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
助
け
な
し
に
ゴ
ミ
を
拾
う
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
、
人
間
は
そ
れ
を
た
ん
な
る
奴
隷
と
み
な
し
て
た
い
し
て

注
意
を
向
け
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
と
関
わ
り
あ
う
こ
と
も
な
く
、
や
が
て
は
そ
の
存
在
も
忘
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
自
動
運
転
を
す
る
人
工
知
能
の
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ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
た
が
、
こ
れ
も
た
い
へ
ん
面
白
か
っ
た
。
自
動
運
転
と
い
う
の
は
ふ
つ
う
、
人
間
の
代
わ
り
に
人
工
知
能
が
運
転
し
て
く
れ
る
こ
と
を
想
像
す

る
だ
ろ
う
。
人
間
は
何
も
し
な
く
て
も
い
い
。

ｂ

、
ロ
ボ
ッ
卜
の
運
転
手
を
雇
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
課
題
は
安
全
に
、
目
的
地
ま
で
運
転
で
き
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
岡
田
氏
の
提
案
す
る
人
工
知
能
は
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
走
行
す
る
道
の
状
況
に
よ
り
自
信
が
な
く
な
る
と
、
人
間
に
「
す
み
ま
せ

ん
が
ち
ょ
っ
と
代
わ
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
話
し
か
け
た
り
し
て
く
る
の
だ
そ
う
だ
。
で
き
な
い
こ
と
は
人
間
に
頼
る
。
私
は
こ
れ
を
聞
い
た
時
、
そ
う
い
う
Ａ
Ｉ
だ
っ
た

ら
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
完
全
自
動
運
転
に
は
ど
こ
か
し
ら
不
安
を
感
じ
る
の
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
半
自
動
運
転
の
Ａ
Ｉ
の
方
が
、

な
ぜ
か
信
頼
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

ｃ

商
品
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
は
今
の
と
こ
ろ
需
要
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

ｄ

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
今
ま
で
「
強
い
ロ
ボ
ッ
卜
」
的
な
考
え
方
に
あ
ま
り
に
も
慣
ら
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
間
の
助
け
を
借
り
ず
自
分
だ
け
で
ゴ
ミ
を
拾
え
る
ロ
ボ
ッ
卜
と
、
人
間
の
力
に
頼
っ
て
仕
事
を
す
る
ゴ
ミ
箱
ロ
ボ
ッ
卜
、
人
間
が
寝
て
い
て
も
目
的
地
に
運
ん
で
く
れ
る
Ａ

Ｉ
と
、
不
得
意
な
道
に
入
る
と
助
け
を
求
め
る
Ａ
Ｉ
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
「③
頭
が
い
い
」
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
問
い
は
、
そ
も
そ
も
知
能
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、

私
た
ち
に
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
る
。
Ａ
Ｉ
で
も
人
間
で
も
、
自
分
一
人
で
何
で
も
こ
な
せ
る
方
が
頭
が
い
い
よ
う
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
。
け
れ
ど
も
こ
の

「
頭
の
よ
さ
」
に
は
、
個
別
の
環
境
条
件
や
他
の
知
的
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

機
械
で
あ
れ
人
間
で
あ
れ

と
の
複
雑
な
相
互
作
用
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
知
能
モ
デ

ル
で
は
、
生
き
た
存
在
が
目
前
の
リ
ア
ル
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
の
、
身
体
に
埋
め
込
ま
れ
た
知
識
の
あ
り
方
が
評
価
で
き
な
い
。
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
抽
象
的
な
個
体

が
、
ど
ん
な
課
題
が
や
っ
て
き
て
も
自
力
で
解
決
で
き
る

知
能
に
つ
い
て
の
そ
う
し
た
古
い
考
え
方
か
ら
、
私
た
ち
は
も
っ
と
柔
軟
で
拡
張
さ
れ
た
知
能
モ
デ
ル
へ
と
歩

み
入
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
人
工
知
能
は
私
た
ち
に
、
人
間
と
は
何
か
？
と
あ
ら
た
め
て
問
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
り
、

Ｙ

時
代
と
は
、
む
し
ろ
人
間
と
そ

の
知
能
に
つ
い
て
根
本
か
ら
再
考
す
る
可
能
性
へ
と
開
か
れ
て
い
る
と
私
は
考
え
た
い
。
抽
象
化
さ
れ
た
古
い
知
能
モ
デ
ル
は
、
世
界
を
安
定
し
た
環
境
の
中
で
ル
ー
ル
に
従
っ

て
自
由
競
争
す
る
よ
う
な
ゲ
ー
ム
と
し
て
想
定
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
有
効
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
私
た
ち
が
現
実
に
生
き
て
い
る
の
は
、
環
境
も

メ

ッ

シ

ー

な

ル
ー
ル
も
常
に
変
動
し
、
多
種
多
様
の
不
規
則
な
障
害
、
計
算
不
能
で
予
測
不
能
な
要
因
に
満
ち
た
、
本
質
的
に
散
ら
か
っ
た
世
界
な
の
で
あ
る
。

（
吉
岡
洋
『
Ａ
Ｉ
を
美
学
す
る
』
よ
り
）

注

馬
の
ハ
ン
ス
…
…
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
で
「
賢
い
馬
」
と
呼
ば
れ
て
話
題
に
な
っ
た
馬
。
ハ
ン
ス
と
い
う
名
の
そ
の
馬
は
ド
イ
ツ
語
を
理
解
し
、
自
然
数
の
加
減
乗
除

も
、
分
数
の
計
算
も
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
、
多
く
の
見
物
人
を
驚
か
せ
た
。
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問
一

ａ

〜

ｄ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
6
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
同
じ
も
の
を
二
回

以
上
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
解
答
番
号
は
ａ
は

14
、
ｂ
は

15
、
ｃ
は

16
、
ｄ
は

17
。

1

あ
る
い
は

2

し
か
し

3

し
た
が
っ
て

4

つ
ま
り

5

む
し
ろ

6

も
ち
ろ
ん

問
二

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18
。

1

完
璧
だ
、
感
心
す
る
な

2

自
律
し
て
い
て
、
不
安
だ
な

3

人
間
を
凌
駕
し
、
脅
威
だ
な

4

役
に
立
つ
、
便
利
だ
な

問
三

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19
。

1

Ａ
Ｉ
と
競
合
す
る

2

Ａ
Ｉ
と
共
存
す
る

3

Ａ
Ｉ
に
従
属
す
る

4

Ａ
Ｉ
を
凌
駕
す
る

問
四

傍
線
部
①
「
強
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
「
強
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜

4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20
。

1

人
間
の
似
姿
と
し
て
想
像
さ
れ
て
き
た
た
め
、
人
間
と
同
等
の
能
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。

2

生
物
学
的
身
体
に
よ
る
制
約
を
受
け
な
い
た
め
、
運
動
能
力
で
も
知
能
で
も
人
間
を
凌
駕
す
る
も
の
。

3

安
定
し
た
環
境
と
ル
ー
ル
の
も
と
で
、
人
間
の
助
け
を
借
り
ず
に
自
力
で
問
題
を
解
決
す
る
も
の
。

4

ど
ん
な
環
境
の
変
化
に
も
対
応
し
て
、
人
間
に
で
き
な
い
こ
と
を
人
間
に
代
わ
っ
て
解
決
す
る
も
の
。
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問
五

傍
線
部
②
「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
あ
る
が
、「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
と
筆
者
は
捉
え
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21
。

1

で
き
な
い
こ
と
は
人
間
に
頼
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
は
、
知
能
モ
デ
ル
を
よ
り
柔
軟
な
も
の
に
転
換
さ
せ
る
う
え
で
有
効
だ
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

2

人
間
に
脅
威
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
は
、
人
間
が
ロ
ボ
ッ
ト
と
共
同
で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
う
え
で
有
効
だ
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

3

自
分
の
力
だ
け
で
は
な
に
も
で
き
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
は
、
人
間
が
存
在
意
義
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
く
う
え
で
有
効
だ
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

4

人
間
に
助
け
を
求
め
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
は
、
人
間
が
不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
ロ
ボ
ッ
ト
と
関
わ
っ
て
い
く
う
え
で
有
効
だ
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

問
六

傍
線
部
③
「
頭
が
い
い
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
捉
え
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
〜
4
か
ら
一
つ
選
び
、

そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22
。

1

自
分
一
人
の
力
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

2

ル
ー
ル
に
従
っ
た
自
由
競
争
に
お
い
て
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

3

予
測
不
能
な
環
境
に
も
臨
機
応
変
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

4

対
象
と
の
複
雑
な
相
互
作
用
の
中
で
も
自
律
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

問
七

次
の
Ａ
〜
Ｄ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
に
は
1
を
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
は
2
を
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23
〜

26
。

Ａ
「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
刺
激
的
な
の
は
、
私
た
ち
が
知
能
に
つ
い
て
考
え
直
す
契
機
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

23

Ｂ

完
全
自
動
運
転
の
Ａ
Ｉ
に
人
間
が
不
安
を
感
じ
る
の
は
、
能
力
の
程
度
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
に
凌
駕
さ
れ
た
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

24

Ｃ

自
力
で
ゴ
ミ
を
拾
う
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
の
関
心
を
引
か
な
い
の
は
、
そ
れ
が
人
間
に
服
従
す
る
だ
け
の
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。

25

Ｄ
「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
貴
重
な
の
は
、「
強
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
よ
っ
て
失
い
か
け
た
自
負
心
を
回
復
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

26
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三

次
の
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ

Ａ
・
Ｂ
の
各
文
を
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
並
べ
替
え
た
と
き
、
三
番
目
に
く
る
も
の
の
番
号
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
1
〜
5
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

27
・

28
。

Ａ

271

た
と
え
ば
、
山
田
村
の
農
家
に
生
ま
れ
た
与
平
と
い
う
男
の
子
は
、
生
涯
山
田
村
の
農
民
与
平
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
疑
問
も
持
た
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

2

こ
の
よ
う
に
し
て
近
代
と
い
う
時
代
は
、
若
者
た
ち
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
い
を
突
き
つ
け
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

3

さ
て
、
そ
う
な
る
と
与
平
の
未
来
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
開
け
て
く
る
が
、
同
時
に
与
平
は
将
来
の
進
路
を
思
い
悩
む
よ
う
に
も
な
る
。

4

と
こ
ろ
が
、
明
治
の
時
代
に
な
る
と
、
山
田
村
の
与
平
も
小
学
校
に
通
い
、
さ
ら
に
町
の
中
学
校
に
進
む
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
く
な
っ
た
。

5

江
戸
時
代
の
人
び
と
は
、
自
分
が
何
者
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

Ｂ

281

日
本
文
化
論
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
、
こ
の
よ
う
に
日
本
文
化
の
特
徴
を
説
明
す
る
叙
述
を
目
に
す
る
。

2

穏
や
か
で
四
季
の
変
化
に
富
む
気
候
が
、
人
々
の
日
々
の
生
活
と
深
く
結
び
き
、
日
本
に
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

3

た
と
え
ば
、
以
前
な
ら
「
衣
替
え
」
が
季
節
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
そ
れ
を
い
つ
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

4

な
ぜ
な
ら
、
最
近
の
気
象
が
あ
ま
り
に
今
ま
で
の
常
識
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

5

以
前
は
そ
れ
を
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
て
納
得
し
て
い
た
が
、
最
近
は
ど
こ
か
引
っ
か
か
る
も
の
を
感
じ
て
し
ま
う
。

Ⅱ

Ａ
〜
Ｅ
の
（

）
に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
1
〜
5
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
同
じ
も
の
を
二
回
以
上
用
い
て
は
な
ら

な
い
。
解
答
番
号
は

29
〜

33
。

Ａ

人
手
不
足
で
、
商
品
の
管
理
が
（

）
に
な
っ
て
い
る
。

29

Ｂ

徹
夜
で
子
ど
も
の
看
病
を
し
て
（

）
し
き
っ
て
い
る
。

30

Ｃ

あ
て
も
な
く
夜
の
街
を
（

）
し
て
い
た
。

31

Ｄ

常
識
の
（

）
の
行
動
で
人
々
を
驚
か
せ
る
。

32

Ｅ

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
会
場
は
（

）
の
余
地
も
な
い
。

33

ら
ち
が
い

り
っ
す
い

し
ょ
う
す
い

ほ
う
こ
う

ず
さ
ん

1

埒
外

2

立
錐

3

憔
悴

4

彷
徨

5

杜
撰

国語－10
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Ⅲ

ａ
〜
ｆ
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
た
場
合
、
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
1
〜
5
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

34
〜

39
。

ａ

何
度
も
返
事
を
サ
イ
ソ
ク
し
た
。

1

最

2

催

3

債

4

再

5

裁

34

ｂ

今
回
は
ガ
イ
ト
ウ
者
が
い
な
か
っ
た
。

1

等

2

頭

3

投

4

当

5

統

35

ｃ

カ
ン
ゲ
ン
に
乗
せ
ら
れ
て
だ
ま
さ
れ
た
。

1

甘

2

還

3

完

4

勘

5

勧

36

ｄ

し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
て
ヘ
イ
コ
ウ
し
た
。

1

公

2

抗

3

口

4

行

5

交

37

ｅ

新
た
な
知
事
の
も
と
県
政
が
サ
ッ
シ
ン
さ
れ
た
。

1

刷

2

察

3

冊

4

擦

5

刹

38

ｆ

彼
は
カ
タ
ヨ
っ
た
意
見
を
持
っ
て
い
る
。

1

屈

2

偏

3

端

4

遍

5

過

39

国
語
素
養
検
査
終
わ
り

解
答
番
号

1
〜

39

国語－11

― 8 ―
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解答 国語素養 英語素養

番号

1 4 2

2 6 1

3 2 3

4 3 4

5 4 1

6 4 2

7 1 3

8 3 1

9 4 1

10 2 2

11 2 1

12 1 1

13 2 2

14 3 2

15 4 7

16 6 8

17 2 4

18 4 3

19 2 1

20 3 5

21 1 4

22 3 3

23 1 2

24 2 4

25 1 4

26 2 2

27 4 3

28 5 1

29 5 4

30 3 1

31 4

32 1

33 2

34 2

35 4

36 1

37 3

38 1

39 2

2025/12/22

２０２６年度公募制推薦試験(後期)

　基礎素養検査　解 答 例
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